
目指す交通体系について

【資料１】
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１.人口

２.人の移動（流入・流出）状況

３.公共交通機関の状況

４.移動環境

５.観光入込客

６.公共交通に関するアンケート調査

人口構成の推移と将来推計、高齢化、人口の分布、地区の人口・高齢化率

町内の公共交通ネットワークの状況、町内各路線バスの利用状況、財政負担

自動車保有台数及び運転免許保有者数、高齢者運転免許保有率、運転免
許返納者数

　前回会議で共有したこと
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人口減少と少子化・超高齢化社会の到来

　現状整理

社会

公共交通を支えるための公的財政負担の増

運転士不足やコロナ禍による厳しい経営環境

自動車による移動が多い
公共交通の利便性が低いという声

住民

交通事業者

行政
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”日々の暮らしや産業などを支えるためにどのような交通があるとよいか”を考え
ることが基本

需要を束ねることで初めてバスが成り立っている。バスの特性とモビあるいはタク
シーなどをどう使い分けていくのかを町の状況を考えながら、地域ごとに選ばないとい
けない。

様々な運送形態がある中で、どのような交通体系とするのか、誰が担うのかという
ことを含めてを議論しなければならない。

乗合タクシーの有効性については評価。

”持続可能な形”を考えていただきたい。小さく始めて徐々に大きく育てていくという
ような段階を踏むことも選択肢。

高速バスも計画に位置付けるべき。

　前回会議の主な意見（１）
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人の移動の需要自体が小さくなりつつある。塾の送迎、学校の送迎など、公共交
通を維持するためには需要の開拓が大事。

今回の乗合タクシー実証実験のサービスが新しい需要を少し生み出した。また、生
み出す可能性がある。

企業の人たちも住民。このような計画を作る時には、企業の需要もしっかり押さえ
ないといけない。

　前回会議の主な意見（２）

今の時代の人が”便利”で”快適”だと思えるようなサービスを提供していかないと、
自動車から公共交通への転換は簡単ではない。

アプリケーションを使った形の交通サービスを考えていくことは、すごく意味があり大
事。

バス待ち環境、乗継拠点が快適になっていくっていうことが、結果としてトータルの
サービスを良くしていく。
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需要に応じた
便利で快適な

　方向性（案）

取組１

新たな需要の”開拓”
取組２

交通サービスの”実現”

持続可能な公共交通
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高校生
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昼間人口・夜間人口

昼間人口：１９，８１７人
夜間人口：２１，８３４人

（昼夜間人口比率：９０．７６％）

１９，８１７人 ２１，８３４人

【注記】　昼夜間人口比率
　夜間人口100人当たりの昼間人口の割合であり、
100を超えているときは通勤・通学人口の流入超過、
100を下回っているときは流出超過を示している。 

出典：2015年国勢調査
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流入者数・流出者数

出典：2015年国勢調査

通学者

通勤者
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（参考）コンパクトなまちづくりと一体となった公共交通の再編のイメージ

（出典）国土交通省

現　状 まちづくりと一体となった公共交通の再編
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豊岡市内の公共交通ネットワーク （出典）豊岡市
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豊岡市内の公共交通機関の役割
（出典）豊岡市
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（参考）利用形態による運行イメージ

（出典）国土交通省「地域公共交通の確保・維持・改善に向けた取組マニュアル」

利用者が多い

【ニーズ】
通勤・通学

【ニーズ】
高齢者

利用者が少ない

コミュニティバス
バス、マイクロバス

輸送密度10人以上

輸送人員
に余裕

福祉バス
混乗型

運送事業者で
は対応不能

NPO等による
福祉有償運送

輸送人員僅少
デマンド型･不定期

乗合タクシー

輸送密度4人未満

乗合タクシー（セダン型）

輸送密度4人以上

乗合タクシー（ジャンボタクシー等）
スクールバス

混乗型

運送事業者が不在等

NPO等による過疎
地有償運送

輸送人員
に余裕
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（出典）京丹後市
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（出典）京丹後市



菰野町のりあいタクシー
（三重県）

こ も の

（上段）大人　（下段）小学生、65歳以上の方、障害者手帳をお持ちの方◎運賃
　・運賃は1人ごとに必要となります。
　・運賃の支払いは現金です。降車時に
車内でお支払いください。

◎運行日時
　毎日　8時～17時　（12月29日～1月3日は運休）

◎利用できる人
　どなたでも、何歳の方でも利用できます。

　乗車するためには、事前に予約が必要となります。予約方法は電
話予約とWeb予約があります。
電話予約、Web予約ともに、乗車の7日前から予約ができます。

●電話予約
　・コールセンター（有限会社尾高）に電話します。
　・利用する日、乗車予定時刻、乗車場所、降車場所、利用する
人数、氏名、電話番号をお伝えください。8時から9時の間に利用さ
れる方は前日までに予約してください。
　・日曜日はコールセンターが休みです。前日までに予約してください。
●Web予約
　・スマートフォンやパソコンなどからインターネットを使って、のりあいタク
シーの予約(Web 予約) ができます。
　・令和3年10月から7日前から、最大2回分の予約ができるように
なりました。
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●のりあいタクシーからコミュニティバスへ乗り継ぐ場合
　のりあいタクシー降車時に、運転手から乗継券を受け
取り、コミュニティバス料金支払時に運転手に渡してくだ
さい。コミュニティバスの運賃が無料になります。

（出典）菰野町



19

どんな　交通体系　を目指すか

役割分担をどうするか



幹線から離れた地域の
主な動線
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【対応案】　幹線から離れた地域の小さな需要を”デマンド交通”でカバー
　　　　　　　幹線へ接続する交通体系の構築を目指す

主な目的地エリア

主要施設・乗継ポイント

鉄道駅

高速バス

京都丹後鉄道

高速バス

良好な商業地形成地域

路線バス
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需要に応じた
便利で快適な

　方向性（案）
取組１

新たな需要の”開拓”
取組２

交通サービスの”実現”

持続可能な公共交通

■地域公共交通体系の再構築
■接続の取れたダイヤ調整
■バス待環境・乗継拠点を快適に
■交通事業者・行政が連携する仕組みづくり
■

■
■
■



ミップル

イオン

加悦谷ショッピングプラザ

ウィル

ショッピングセンター

マイン

京都府北部医療センター

市立福知山市民病院

丹後中央病院

京都縦貫自動車道

凡例

　　：京都丹後鉄道駅

　　：主な目的地エリア

　　：主要施設・乗継ポイント

　　　起終点（バス停）

　　：複合施設

　　：病院

福知山市民病院口

至京都

各路線名

　　：京都丹後鉄道

丹海バス路線

　　：伊根・蒲入・経ヶ岬線

　　：与謝線

　　：峰山線

　　：福知山線

　　：峰山四辻線

　　：高速バス

至大阪


